
　

保
育
士
の
仕
事
や
、
各
保
育
所
の
紹
介

な
ど
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
２
日
㈰

と
こ
ろ　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
ズ
旭
川
（
７
の
６
）

対
象
・
時
間

●
保
育
士
養
成
校
の
学
生

ガ
イ
ダ
ン
ス
＝
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
30
分
、
各
保

育
所
の
紹
介
ブ
ー
ス
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
保
育
士
養
成
校
の
既
卒
者
や

　

保
育
士
資
格
を
持
た
な
い
方
な
ど

ガ
イ
ダ
ン
ス
＝
午
後
２
時
〜
２
時
30
分
、
各
保
育
所

の
紹
介
ブ
ー
ス
＝
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

そ
の
他　

申
込
み
不
要
。
詳
細
は
旭
川
民

間
保
育
所
相
互
育
成
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

【
詳
細
】
こ
ど
も
育
成
課　

25
・
９
１
０
６

　

幼
稚
園
教
諭
に
よ
る
討
論
会
や
、
幼
稚
園
教
諭
の

養
成
校
の
紹
介
な
ど
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
15
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
（
神
楽
３
の
７
）

対
象　

幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
高
校
生
以
上
の
学
生
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方

そ
の
他　

申
込
み
不
要
。
詳
細
は
旭
川
私

立
幼
稚
園
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

【
詳
細
】
こ
ど
も
育
成
課　

25
・
９
１
０
６

　子供の預かりや送迎を
行う「ファミリーサポー
トセンター育児型」の提
供会員と、「上川中部こ
ども緊急さぽねっと」のスタッフ会
員を募集します。希望する方は、子
育て支援講座を受講してください。

　子育て支援講座（全６回）
とき　10月14日㈮・17日㈪・19日
㈬・21日㈮・26日㈬・27日㈭
ところ　ＣｏＣｏＤｅ（宮前１の３）
対象　20歳以上の方
【申込】10月７日㈮までに、旭川Ｎ
ＰＯサポートセンター　74・5380

　市内の学校や団体（おおむね５人以上）
を対象に、手話の講師を無料で派遣して
います。希望に合わせた内容で実施しま
すので、ぜひご利用ください。
【申込】講座開催希望日の２週間前まで
に、障害福祉課（　25・6476）、旭川
ろうあ協会（　45・0757）

内容　ＮＨＫ「みんなの手話」で講師
を務めていた映像作家の早瀬憲太郎さ
ん、久美さん夫妻（共にろう者）によ
る記念講演ほか
とき　10月９日㈰　午後１時～４時
ところ　おぴった（宮前１の３）
【詳細】障害福祉課　25・6476

　市では、介護が必要な方や障害
のある方などが災害時に身近な地
域で避難支援を受けられるよう、
支援が必要な方（避難行動要支援
者）の名簿を作成しています。

　避難行動要支援者
名簿への登載を希望
する方で、要件を満
たす場合は申込みが

できます。申請書は、福祉保険課
（７の10　第二庁舎３階）、介護
高齢課（６の９　総合庁舎２階）、
障害福祉課（第二庁舎１階）、各
支所・公民館など
の他、　からも入
手できます。

　避難行動要支援者名簿に
　登載可能な方
●要支援２以上の介護認定を受け
ている方
●次のいずれかの交付を受けてい
る方＝身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳、特定医
療費（指定難病）受給者証、在宅
難病患者等酸素濃縮器使用助成認
定証、ウイルス性肝炎進行防止対
策・橋本病重症患者対策医療受給
者証、ウイルス性肝炎進行防止対
策（肝炎治療特別促進事業）医療
受給者証、先天性血液凝固因子障
害等医療受給者証
【詳細】福祉保険課　25・6312

○早瀬憲太郎さん（左）
　と久美さん夫妻

子育て支援（会員制）を
しませんか

避難時に地域の支援が必要な方へ

保
育
の
仕
事
を
目
指
す
人
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

道
北
地
区
私
立
幼
稚
園

就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

コ　　　コ　　　デ
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申込みで抽選等の記載がないものは先着順です
　は旭川市のホームページを表します

　

市
が
実
施
す
る
特

定
健
診
や
が
ん
検
診
、

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
に

関
わ
る
催
し
な
ど
に

参
加
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を

た
め
る
制
度
で
す
。
６
ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
と
、

抽
選
で
協
賛
企
業
か
ら
特
典
が
も
ら
え
ま
す
。

※

参
加
方
法
な
ど
は
、
９
月
20
日
㈫
か
ら
総
合  

　

庁
舎
（
６
の
９
）
・
第
二
庁
舎
（
７
の
10
）

　

・
第
三
庁
舎
（
６
の
10
）
案
内
、
各
支
所
、

　

健
康
推
進
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）
で
配
布
す

　

る
チ
ラ
シ
や
、　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

取
組
期
間　

10
月
１
日
㈯
〜
来
年
３
月
31
日
㈮

対
象
・
参
加
料　

20
歳
以
上
の
市
民
・
無
料

【
詳
細
】
健
康
推
進
課　

25
・
６
３
１
５

　

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
他
、

希
望
者
に
超
音
波
検
査
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

市
立
旭
川
病
院
（
金
星
町
１
）

対
象　

旭
川
市
に
住
民
票
が
あ
る
女
性

定
員
・
料
金　

30
人
・
問
い
合
わ
せ
を

【
申
込
】
市
立
旭
川
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

24
・
３
１
８
１

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
テ
ー
マ
に
関
わ
る
団
体
か
ら
の
事
例
報
告

や
問
題
提
起
な
ど
も
含
め
な
が
ら
進
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
・
と
き
・
と
こ
ろ

●
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
＝
10
月
17
日
㈪　

午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分
・
市
議
会
議
場
（
６
の
９
）

●
若
者
の
政
治
参
加
と
地
域
の
未
来
＝
10
月
23
日
㈰　

午
後
２
時
〜
４
時
・
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
宮
下
通
７　

イ

オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
駅
前
４
階
）

●
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
＝
10
月
26
日
㈬　

午

前
10
時
〜
11
時
30
分
・
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｄ
ｅ
（
宮
前
１
の
３
）

●
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
〜

地
域
と
学
校
現
場
で
で
き
る
こ
と
＝
10
月
28
日
㈮　

午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
・
市
議
会
議
場
（
６
の
９
）

そ
の
他　

託
児
・
手
話
通
訳
あ
り
（
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
）

【
詳
細
】
総
務
調
査
課　

25
・
６
３
８
０

●神楽児童センター（神楽３の６　　63
・6201）＝10月１日㈯　午後１時30分
～３時30分　  ●春光住民児童センター
（春光１の７　　53・7992）＝10月８
日㈯　午後１時30分～３時　●北門児童
センター（北門町８　　52・0765）＝
10月15日㈯　午後１時30分～３時　●
神居児童センター（神居５の12　　69・
2225）＝10月15日㈯　午後１時30分～
３時30分　●東光児童センター（東光５
の２　　32・1473）＝10月22日㈯　午
後１時30分～３時30分　●永山児童セン
ター（永山３の19　　47・8008）＝10
月22日㈯　午後１時30分～３時30分
対象　幼児と保護者、小学生以上　
【申込】各児童センター

　バスで木製品製造工場を訪れて、作り
手の話を聞いたり、工芸センターで加工
の体験をしたりします。
とき　10月15日㈯　午前９時～午後５時
集合場所　総合庁舎（６の９）前
定員・見学先　15人（抽選）・山岡木材
工業（家具）、メーベルトーコー（家具）
【申込】９月30日㈮までに、工芸センタ
ー　66・1770

　旭川をはじめ道内約130の窯元が集まり、陶芸品の展示や販売
を行います。ろくろ実演や陶芸体験、チャリティー福袋販売の他、
20周年特別企画として、粘土を高く
積み上げる競争や、展示「20㎝の
やきものたち」も開催します。
とき　９月24日㈯・25日㈰　
午前10時～午後５時
（25日は午後４時まで）
ところ　地場産業振興センター
（神楽４の６）
【詳細】工芸センター　66・1770

特診
、

ににン
ト
を

児童センターまつり

毎
年
10
月
の
第
３
日
曜
日

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン
デ
ー

乳
が
ん
の
休
日
検
査
を
実
施

コ　
　
　

コ　
　
　

デ　
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道
路
除
雪
で
か
き
分
け
ら
れ
る

雪
を
残
さ
な
い
よ
う
、
処
理
す
る
制

度
で
す
。
市
道
に
面
す
る
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
方
の
う
ち
、
次
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

①
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
の
み　

②
高
齢
者

と
女
性
の
病
弱
者　

③
高
齢
者
と
中
学
生
以

下
の
子
供　

④
高
齢
者
と
重
度
身
体
障
害
者

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
）　

⑤
重
度

身
体
障
害
者
の
み　

⑥
重
度
身
体
障
害
者
と

女
性
の
病
弱
者　

⑦
重
度
身
体
障
害
者
と
中

学
生
以
下
の
子
供　

⑧
重
度
身
体
障
害
者
が

い
て
自
力
で
処
理
が
で
き
な
い
方

※

自
力
で
処
理
が
で
き
る
場
合
や
間
借
り
、

　

ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
て
い
る
場
合
な
ど
は

　

対
象
外
。

申
請
方
法　

10
月
14
日
㈮
ま
で
に
印
鑑
を
持

参
し
て
、
①
〜
④
は
介
護
高
齢
課
（
６
の
９

総
合
庁
舎
２
階
）
、
⑤
〜
⑧
で
70
歳
以
上
の

方
が
い
る
世
帯
は
介
護
高
齢
課
、
70
歳
未
満

の
方
の
み
の
世
帯
は
障
害
福
祉
課
（
７
の
10

第
二
庁
舎
１
階
）
。
電
話
で
申
請
書
を
取
り

寄
せ
る
な
ど
し
て
郵
送
で
も
申
請
可

※

10
月
14
日
以
降
も
申
請
可
。
た
だ
し
、
結

　

果
通
知
ま
で
に
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
。

【
詳
細
】
介
護
高
齢
課（　

25
・
６
４
５
７
）、

障
害
福
祉
課
（　

25
・
６
４
７
６
）

利
用
期
間　

助
成
券
交
付
日
〜
来

年
３
月
25
日
㈯

対
象
世
帯　

●
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）　

●
母
子
・
寡
婦　

●
言
語
・
聴
覚
・
そ
し
ゃ
く
機
能

　

障
害
を
除
く
身
体
障
害
者
（
身

　

体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
）

※

今
年
度
分
の
市
・
道
民
税
課
税
世
帯
や
、

　

市
内
に
子
供
が
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
。

助
成
券
額　

１
万
５
千
円

※

市
の
指
定
業
者
に
の
み
利
用
可
。

申
請
方
法　

介
護
高
齢
課
（
〒
０
７
０

－

８

５
２
５　

６
の
９　

総
合
庁
舎
２
階
）
で
配

布
す
る
申
請
書
に
記
入
し
（
各
地
区
民
生
委

員
の
押
印
と
意
見
欄
へ
の
記
入
も
必
要
）
、

10
月
14
日
㈮
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
同
課

※

10
月
14
日
以
降
も
申
請
可
。
た
だ
し
、
結

　

果
通
知
ま
で
に
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
。

【
詳
細
】
介
護
高
齢
課　

25
・
６
４
５
７

　除雪の援助を受けたい方と、援助を
行いたい方（スノーサポート隊）によ
る地域の相互援助活動です。15㎝程度
の降雪があった日に、自力での除雪が
困難な高齢者世帯等の住宅に出向き、
玄関から公道までの除雪を行います。
　一部の地域で除雪活動をする方が不
足していますので、協力していただけ
る方は、ご連絡ください。
【詳細】社会福祉協議会
神楽事務所　60・1778

　

旭
川
市
社
会
貢
献
賞

◎
大
橋
啓
子
さ
ん
＝
旭
川
中
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
副
会
長
等
を
歴
任
し
、
納
税
推
進
に
貢
献

◎
金
谷
和
文
さ
ん
＝
旭
川
市
教
育
委
員
会
委
員
と

し
て
教
育
行
政
の
推
進
に
貢
献

◎
瀧　

薫
さ
ん
＝
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
活
動

の
推
進
に
貢
献

◎
森
川
時
夫
さ
ん
＝
旭
川
市
危
険
物
安
全
協
会
会

長
等
を
歴
任
し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
貢
献

◎
横
田
眞
由
美
さ
ん
＝
北
海
道
私
立
幼
稚
園
協
会

旭
川
支
部
副
支
部
長
等
を
歴
任
し
、
幼
児
教
育
の

振
興
に
貢
献

　

旭
川
市
産
業
貢
献
賞

◎
桑
原
義
彦
さ
ん
＝
旭
川
家
具
工
業
協
同
組
合
理

事
長
等
を
歴
任
し
、
家
具
産
業
の
発
展
に
貢
献

◎
坂
田
憲
昭
さ
ん
＝
道
北
造
園
建
設
業
協
会
会
長

等
を
歴
任
し
、
緑
化
事
業
の
推
進
と
発
展
に
貢
献

◎

【
詳
細
】
秘
書
課　

25
・
5
3
0
6

福祉除雪サービス
スノーサポート隊を募集 

お
お
は
し  

け
い
こ

か
な
や　

か
ず
ふ
み

た
き　
　

か
お
る

も
り
か
わ　
と
き
お

よ
こ
た　

 

ま 

ゆ 

み

さ
か
た　
の
り
あ
き

く
わ
ば
ら  

よ
し
ひ
こ

旭川市貢献賞を贈呈
旭川市の社会の発展や産業の振興に長年にわたって貢献し、その功績が特に顕著な方に贈られる賞です。

平成28年度

後列左から坂田憲昭さん、桑原義彦さん、
森川時夫さん、瀧　薫さん、前列左から
横田眞由美さん、金谷和文さん、西川市長、
大橋啓子さん
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